
岩手県学生会館　会館だより　第３号　　２０１７年７月７日（金）発行

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会
館
だ
よ
り

岩
手
県
学
生
会
館（
岩
手
学
生
寮
）会
報

新
代
表
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第３号

　

私
は
岩
手
の
大
先
達
が
築
い
て
下
さ
っ
た
栄
誉

あ
る
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
の
代
表

理
事
に
ご
推
挙
を
い
た
だ
い
た
、
志
賀
節
で
す
。

　

父
、
志
賀
健
次
郎
は
東
磐
井
郡
大
東
町
大
原
生
、

母
、
美
子
は
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
町
と
、
皆
さ
ん
と
同

じ
岩
手
の
血
を
持
っ
て
私
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
郷
里
岩
手
の
代
表
と
し
て
、
沢
山
の

方
達
の
温
か
い
ご
支
援
を
受
け
て
国
政
の
場
で
長

き
に
わ
た
り
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、「
初
心
生
涯
」（
座
右
の
銘
）
を
胸
に
岩

手
県
人
と
し
て
の
誇
り
、
感
謝
の
心
を
も
っ
て
国

政
の
場
に
の
ぞ
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

郷
里
へ
の
ご
恩
を
少
し
で
も
お
返
し
し
な
く
て

は
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
鬼
の
霍
乱
で
、

六
、
七
年
前
よ
り
体
調
を
く
ず
し
足
腰
が
不
自
由

で
あ
り
ま
す
が「
日
本
の
行
く
方
」と「
郷
里
岩
手
」

を
思
う
熱
き
心
は
今
も
脈
々
と
し
て
胸
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

洋
々
た
る
人
生
の
前
途
の
あ
る
皆
さ
ん
に
、
私

に
は
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
岩
手
県
人
の
誇
り
」、「
感
謝
の
心
」、

「
命
の
大
切
さ
」
そ
し
て
、
こ
の
東
京
の
岩
手
県

学
生
会
館
で
学
べ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感

謝
し
つ
つ
人
生
の
次
の
舞
台
へ
大
き
く
飛
び
立
つ

準
備
と
英
気
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
一
つ
の
事
で
も
、
進
取
の
精
神
で
の
ぞ

む
の
と
否
定
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
結
果
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
風
評
に
惑
わ
ず
、
自
分
で
し
っ

か
り
と
判
断
す
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
微
力
な
が
ら
全
力
を
あ
げ
て

　
　
　

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　-

代
表
理
事
略
歴-

　

岩
手
県
出
身　
　

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒

昭
和
47
年　

第
33
回
総
選
挙
で
初
当
選
、

　
　
　
　
　

連
続
8
回
当
選

同　

53
年　

外
務
政
務
次
官

同　

55
年　

農
林
水
産
政
務
次
官

同　

56
年　

自
由
民
主
党
国
際
局
長

同　

59
年　

衆
議
院
逓
信
委
員
長

同　

61
年　

衆
議
院
内
閣
委
員
長

平
成
元
年　

内
閣
官
房
副
長
官

同　
　
　
　

国
務
大
臣
環
境
庁
長
官

同　

5
年　

衆
議
院
安
全
保
障
委
員
長

同　

8
年　

自
由
民
主
党
財
務
委
員
長

同　

15
年　

勲
一
等
瑞
宝
章
に
叙
せ
ら
れ
る

同　

29
年　

岩
手
県
学
生
援
護
会
代
表
理
事
就
任

岩手県学生会館
平成29年7月7日

発行

平成29年度

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
　
代
表
理
事

志
賀  

節

洋
々
た
る
未
来
へ
の
躍
進
を

　

 

　
　
　

   

よ
し 

こ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
に      

か
く
ら
ん

                                                 

み
ゃ
く
み
ゃ
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し
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し
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平
成
29
年
度
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護

会
第
２
回
理
事
会
が
５
月
８
日
（
月
）、
永
田
町
の

都
道
府
県
会
館
に
あ
る
岩
手
県
東
京
事
務
所
分
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
9
名
全
員
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

同
経
過
報
告
、
同
会
館
運
営
方
針
評
価
が
事
務
局

か
ら
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
平
成
28
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

が
な
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
代
表
と
し
て
6
年
、
4

期
の
長
き
に
わ
た
り
お
務
め
戴
い
た
鈴
木
代
表
か

ら
辞
任
の
意
向
が
示
さ
れ
、
新
た
に
志
賀
理
事
を

代
表
に
選
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
業
務
執

行
理
事
に
は
砂
金
理
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
５
月
25
日
（
木
）
に
は
評
議
員
6
名
全

員
出
席
の
下
、
第
２
回
評
議
員
会
が
岩
手
県
東
京

事
務
所
分
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
同
様

に
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
共
に

全
員
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満

了
に
な
る
理
事
、
評
議
員
の
再
任
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
新
役
員
並
び
に
学
生
会
館
職
員
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
役
員

　
◎
代
表
理
事　
　
　
　
　
　

　
　

志
賀　

節
（
元
衆
議
院
議
員
）

〇
副
代
表
理
事　
　
　
　
　

　
　

太
田
知
行
（
在
京
岩
手
学
生
会
会
長
代
行
）

〇
業
務
執
行
理
事　
　
　
　

　
　

砂
金
良
明
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
サ
ン
ワ
ー
ク
執
行
役
員
）

〇
理
事　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

鈴
木　

勲
（
日
本
弘
道
会
会
長
）

　
　

村
松　

武
（
テ
イ
・
エ
ム
・
ク
エ
ス
ト
代
表
取
締
役
）

　
　

瀬
川
爾
朗
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

小
松
正
之
（
東
京
財
団
上
席
研
究
員
）

　
　

佐
々
木
裕
二
（
岩
手
県
学
生
会
館
館
長
）

　
　

坂
本
已
由
（
社
会
福
祉
法
人
理
事
）

〇
評
議
員　
　
　
　
　
　
　

　
　

千
葉
健
夫
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　
　

石
杜
有
慎
（
岩
手
日
報
東
京
支
社
長
）

　
　

石
川
健
正
（
岩
手
銀
行
東
京
営
業
部
長
）

　
　

川
村
瑞
幸
（
元
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
課
長
）

　
　

柴
田
彩
千
子
（
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
）

　
　

小
野
寺
麻
利
子
（
作
家　

藤
沢
摩
彌
子
）

〇
監
事　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
野　

直
（
岩
手
県
東
京
事
務
所
長
）

〇
相
談
役　
　
　
　
　
　
　

　
　

増
田
寛
也
（
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
）

　
　

谷
藤
裕
明
（
岩
手
県
市
長
会
）

　
　

石
原　

弘
（
岩
手
県
町
村
会
）

　
　

佐
藤　

博
（
岩
手
県
総
務
部
長
）

　
　

高
橋
嘉
行
（
岩
手
県
教
育
長
）

〇
顧
問　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

志
賀
か
う
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

◎
館　
　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
裕
二

〇
寮　
　

母　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
由
美

〇
書　
　

記　
　
　
　
　
　
　
　
　

樺
澤
理
恵
子

主
た
る
委
託
業
者

・
建
物
包
括
管
理　
　
　
　

二
幸
産
業
株
式
会
社

・
給
食
業
務　
　
　

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

・
日
常
清
掃　
　
　
　
　
　

東
京
管
財
株
式
会
社

　
殺
風
景
な
ベ
ラ
ン
ダ
に
バ
ラ
の
花
一
鉢

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
生
活
に
潤
い
を
求
め
て
い
る
の

で
す
ね
。

平
成
29
年
度

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会

　
　
理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
報
告

学
生
会
館
職
員
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今
年
も
岩
手
県
人
連
合
会
総
会
並
び
に
懇
親
会

に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
の
生
内
さ
ん
、
副
会
長
の
高
橋
さ
ん
、

沿
岸
代
表
と
し
て
渡
邊
さ
ん
、
県
南
代
表
の
小
山

さ
ん
、
そ
し
て
会
館
だ
よ
り
に
最
も
多
く
投
稿
し

て
く
れ
た
谷
村
さ
ん
の
五
人
が
出
席
し
、
舞
台
を

楽
し
み
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
お
土
産
に
「
銀
河
の
し
ず
く
」
を

い
た
だ
い
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

男性はお酒も少々

入寮してから1ヶ月経って、お互いの生活を
振り返ってみました。

県
人
の
つ
ど
い
（
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
）

に
参
加

同　期　会　開　催（５・２１）　
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平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
発
行

編
集
並
び
に
発
行
元　

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
学
生
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　

学
生
自
治
会

　

住   

所　

東
京
都
豊
島
区
要
町
二
丁
目
５
番
５
号

　

T
E
L　

０
３
（
３
９
７
２
）
４
７
８
３

　

F
A
X　

０
３
（
６
６
７
６
）
４
４
７
１　

〇 
夏
休
み
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

　

諸
届
の
励
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
外
泊
届

は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
消
息
を
知
る
上
で

大
事
な
だ
け
で
な
く
、
欠
食
分
の
清
算
に
も
響
い

て
き
ま
す
。
途
中
で
の
変
更
は
電
話
一
本
で
十
分

で
す
の
で
帰
省
す
る
前
に
必
ず
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

〇 

母
校
訪
問
に
つ
い
て

　

前
々
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
夏
休
み
等
で

母
校
を
訪
問
す
る
方
は
ぜ
ひ
会
館
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〇 

ラ
ン
ド
リ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
一
生
懸
命
洗
濯
を
し
て
い
る
の
は
好
ま

し
い
こ
と
で
す
が
、
乱
雑
な
使
い
方
が
目
に
付
く

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
、
洗
濯
機
を
使
い
終
わ
っ
た
後
に
洗

濯
物
を
放
置
し
て
い
ま
す
。
次
の
人
が
使
え
な
い

状
態
で
す
。
仕
方
な
く
取
り
出
し
て
棚
に
並
べ
て

お
く
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
取
り
込
ま
な
い
た
め
生

乾
き
の
も
の
が
山
に
な
っ
て
い
ま
す
。
異
臭
の
原

因
と
も
な
り
ま
す
。
注
意
書
き
を
貼
っ
て
い
ま
す

が
、
見
か
ね
た
お
ば
さ
ん
た
ち
（
清
掃
で
入
っ
て

い
る
方
々
）
が
畳
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
清
掃
業
務
の
時
間
が

か
か
り
、
必
要
以
上
の
労
働
時
間
と
な
っ
て
い
る

状
態
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
、い
や
、

当
然
す
べ
き
心
が
け
を
持
っ
て
皆
で
快
適
に
洗
濯

し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
二
つ
目
、
掃
除
は
学
生
の
皆
さ
ん
も
ア
ル

バ
イ
ト
で
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
、

や
は
り
ラ
ン
ド
リ
ー
で
大
変
な
目
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
洗
濯
し
た

人
が
洗
い
終
わ
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
床
一
面
に
ま

き
散
ら
し
た
ま
ま
に
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ポ
ケ
ッ
ト
を
調
べ
ず
に
、
間
違
っ
て
洗
う
こ

と
は
間
々
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
肝
心
な
こ
と

を
忘
れ
て
は
困
り
ま
す
。
間
違
い
や
失
敗
は
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
責
任

を
取
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
片
づ
け
る
の
が
当
然

で
し
ょ
う
。
自
分
の
失
敗
を
人
に
補
っ
て
も
ら
う

な
ど
と
い
う
の
は
情
け
な
い
こ
と
で
す
。
些
事
と

思
わ
ず
、
大
事
を
成
す
礎
と
し
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

〇 

盛
岡
一
高
校
長
川
上
圭
一
先
生
来
館

　

昨
年
の
平
賀
校
長
に
続
き
盛
岡
一
高
の
現
校
長

川
上
圭
一
先
生
が
全
国
校
長
会
の
合
間
を
見
て
来

館
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
盛
岡
一
高
出
身
者
は
23
名

で
、
寮
生
の
出
身
高
校
で
は
一
番
人
数
が
多
い
高

校
で
す
。
食
堂
、
居
室
、
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
ご
案

内
い
た
し
ま
し
た
が
、「
い
い
で
す
ね
ぇ
」
を
連

発
し
て
い
ま
し
た
。

会
館
か
ら
の
連
絡

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
発
行

編
集
並
び
に
発
行
元　

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
学
生
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　

学
生
自
治
会

　

住   

所　

東
京
都
豊
島
区
要
町
二
丁
目
５
番
５
号

　

T
E
L　

０
３
（
３
９
７
２
）
４
７
８
３

　

F
A
X　

０
３
（
６
６
７
６
）
４
４
７
１　

【
編
集
後
記
】

　

会
館
だ
よ
り
３
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

新
代
表
の
下
、
役
員
・
職
員
の
み
な
ら
ず
関
係

す
る
方
々
一
同
、
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
期
待
に
沿
う
べ
く
、
一
層
の

奮
励
努
力
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

大
願
成
就
、
叩
け
よ
、
道
は
開
か
れ
ん
、
で
す
。
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